
家
屋
三
①
　
口
に齢
醜
咄

日

□

四
月
日
日
―十
日
□
」　
　
　
　
　
　
　
　
（］ｅ

ｘ
憂
∀
Ю
儲
μ

ω

　

「
三

本

□

□

□

□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
的
叉

駅

溢

ｏ
留

方
形
土
坑

働

　

右

件

□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∞
岸
凝

］
泉

冨

ｏ
常

包
含
層

ｍ
一
　
　
口
日
日
日
日
口
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（察
じ
×
Ｏ
ｅ
×
『
　
ｏ常

⑦

　

「
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］Ｐ深

α
Ｘ
］
ｏ常

⑪
⑤
⑦
は
折
敷
の
断
片
。
⑬
は
箆
。
木
簡
を
二
次
的
に
加
工
し
た
も
の
か
。

９
　
関
係
文
献

鎌
倉
遺
跡
調
査
会

『米
町
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
０
一〇
〇
五
年
）
答降
矢
順
子
）

が

は
ま
み
な
み

１
　
所
在
地
　
　
　
榊
奈
川
県
鎌
倉
市
由
比
ヶ
浜
四
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
五
年

（平
７
）
年
三
月
～

一
九
九
七
年
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
由
比
ヶ
浜
南
遺
跡
発
掘
調
査
団

４
　
調
査
担
当
者
　
齋
木
秀
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
市
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
〓
一世
紀
第
Ｉ
四
半
期
～

一
五
世
紀
後
半

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

由
比
ヶ
浜
南
遺
跡
は
、
鎌
倉
市
旧
市
街
地
の
ほ
ぼ
中
心
を
南
北
に
流
れ
る
滑

川
の
西
岸
に
形
成
さ
れ
た
砂
丘
上
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
砂
丘
は
、
現
在
の

鎌
倉
市
内
の
う
ち
、
東
は
滑
川

西
岸
、
北
は
下
馬
交
差
点
か
ら

長
谷
観
音
前
に
至
る
国
道

一
三

四
号
線
、
西
は
鎌
倉

・
江
ノ
島

電
鉄
線
の
長
谷
駅
横
の
道
路
周

辺
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
長

ω

谷
駅
西
の
道
路
辺
り
は
稲
瀬
川

傲
　
の
旧
河
道
で
あ
る
た
め
、
調
査

地
の
立
地
す
る
砂
丘
は
、
滑
川

神
奈
甲

由
比
ヶ
浜

南

遺
跡

ゆ

モヽ
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と
稲
瀬
川
と
の
間
の
海
浜
部
に
形
成
さ
れ
た
海
浜
砂
丘
と
い
え
る
。

こ
の
砂
丘
は
、
中
世
に
は
前
浜
ま
た
は
由
比
ヶ
浜

（あ
る
い
は
由
比
ヶ
浦
、
由

比
の
浦
）
と
呼
ば
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
。
由
比
ヶ
浜
の
地
名
は
、
『新
編
相
模

国
風
土
記
稿
』
に
よ
れ
ば
、
稲
村
ヶ
崎
を
鎌
倉
側
に
越
え
た
所
に
あ
る
坂
の
下

か
ら
小
坪
の
飯
島

（西
浜
）
ま
で
広
が
る
鎌
倉
の
浜
全
体
の
総
称
で
あ
る
。
し

か
し
、
鎌
倉
時
代
に
は
少
な
く
と
も
滑
川
西
岸
の
由
比
ヶ
浜
と
小
坪
の
西
浜

（和
賀
江
島
の
西
）
に
大
き
く
分
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

調
査
の
結
果
、
五
面
の
遺
構
面
を
確
認
し
た
。　
一
面
は
宝
永
の
火
山
灰
層
で
、

土
娠
墓
を
検
出
し
た
。　
一
朱
金
貨

一
枚

・
小
型
柄
鏡

令
薩
摩
守
家
長
」
の
銘
を

も
２

・
か
わ
ら
け
皿

一
枚
が
出
土
し
た
。
二
面
は
軽
石
層
で
、
土
娠
墓
と
土

坑
を
検
出
し
た
。
三
面
は
埋
葬
遺
構
群
で
、
単
体
埋
葬

・
合
葬
埋
葬

・
集
石
埋

葬

・
頭
骨
埋
葬
。
火
葬
骨
埋
葬

・
散
乱
骨
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
遺
構
か
ら
な
る
。

四
面
は
鎌
倉
時
代
の
生
活
遺
構
群
で
、
屋
敷

・
方
形
竪
穴
建
築

・
土
坑

・
道
路

遺
構

。
埋
納
遺
構

・
井
戸

・
河
川

。
溝
状
遺
構
な
ど
を
検
出
し
た
。
五
面
は
埋

め
立
て
以
前
の
海
岸
部
で
、
獣
類
の
頭
骨
を
コ
の
字
状
に
並
べ
た
遺
構
や
潟
状

遺
構
、
自
然
流
路
な
ど
を
検
出
し
た
。

木
簡
は
四
面
の
河
川
か
ら
四
点
出
土
し
た
。
こ
の
河
川
は
、
屋
敷
西
側
で
検

出
し
た
木
組
溝
と
そ
の
下
流
の
木
組
の
な
い
部
分
か
ら
な
る
。
下
流
部
分
で
は

河
川
は
人
の
字
に
広
が
る
よ
う
に
流
域
を
広
げ
、
砂
丘
に
阻
ま
れ
て
西
に
流
れ

を
変
え
、
そ
の
後
や
や
東
に
向
き
を
変
え
な
が
ら
南
下
す
る
。
流
域
幅

一
一
～

一
一
冨

、
確
認
深
さ
は
三
〇
～
五
Ｏ
ｃｍ
、
底
面
の
海
抜
は
最
も
北
側
で
二

・

四
ｍ
前
後
、
南
側
で

一
。
一
ｍ
を
測
る
。
堆
積
土
か
ら
察
す
る
と
、
砂
丘
の
な

い
比
較
的
平
坦
な
砂
浜
が
広
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
以
外
の
遺
物

に
は
、
中
国
製
舶
載
陶
磁
器
、
瀬
戸

。
常
滑
窯
製
品
、
か
わ
ら
け
、
漆
塗
椀

・

皿
、
本
製
品
な
ど
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
ｏ
「常

南
無
大
日
如
来
」
（第

一
面
）

。
「日
――
日
日
日
日
Ｈ
翌

（第
二
面
）

上
０
）
南
征
鰈

酌
剛
酔
〕
〕算

一一一Ｕ

・
「日
日
日
日
日
日
日
□
」
（第
四
面
）
　

　

　

　

卜⇔∞
×
］∞
×
】

ｏ常

②

　

「上
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３

益
契
伽
ｏ‘

０

　

日
□
平
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ

登
撰
∞
ｏ欝

い

　

「
口
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ＰＮ契
∞反
∞
自
Ｐ

①
は
下
端
を
尖
ら
せ
た
角
柱
状
の
塔
婆
の
四
面
に
同
文
を
記
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
例
⑬
は
荷
札
の
断
片
か
。
い
は
呪
符
の
可
能
性
が
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

由
比
ヶ
浜
南
遺
跡
発
掘
調
査
団

『由
比
ヶ
浜
南
遺
跡
』
第

一
分
冊

。
本
文
編

０
一〇
＠

一年
）

（降
矢
順
子
）



▲

弱

園

円

周

囲

剛

閉

円

―――

岡

脚

Ｍ

肺

Ｍ

Ｕ

□

○

圏

嘲
|

(2)

‐麒

‐ф

趨

日

咽

ｅ

・

神
奈
押

高
徳
院

周

辺
遺
跡

所
在
地
　
　
　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
長
谷
四
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年
度
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
五
月
～
九
月

発
掘
機
関
　
　
鎌
倉
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
福
田
　
誠

遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
三
一世
紀
中
頃
～
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

高
徳
院
周
辺
遺
跡
は
、
鎌
倉
の
西
端
、
大
仏
坂
の
南
側
に
位
置
し
、
高
徳
院

境
内
に
所
在
す
る
。
現
在
高
徳
院
は
大
異
山
高
徳
院
清
浄
泉
寺
と
号
し
、
鎌
倉

大
仏
と
し
て
有
名
な
国
宝
銅
造

阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
鎮
座
す
る

寺
院
で
あ
る
。

鎌
倉
大
仏
に
関
し
て
は
、
暦

仁
元
年

（
〓

〓
二
八
）
に
僧
浄

光
を
勧
進
聖
と
し
て
大
仏
堂
の

幻

造
営
が
始
ま
り
、
造
営
開
始
か

酸

ら
約
二
年
後
の
寛
元
元
年

（
一

二
四
一一）
に
は
木
造
の
大
仏
と

54321


